
資料１ 

群馬県社会福祉総合センターの概況 

課名： 健康福祉課 
係名： 地域福祉係 

 
1 設置場所 前橋市新前橋町１３番地の１２ 

2 指定管理業務内容 ① 施設及び附属設備の維持管理に関する業務 
② 有料施設等（会議室、大ホール、体育室及びこれらの附属設備）  

の使用の承認及び取り消しに関する業務 
③ 休館日、開館時間の変更に関する業務 
④ 福祉用具・住宅モデルルーム展示場に関する業務 
⑤ その他社会福祉総合センターの管理に関する業務のうち知事   

が定める業務 
3 指定管理期間 令和４年４月１日～令和９年３月３１日（５年間） 

4 現在の指定管理者 社会福祉法人群馬県社会福祉事業団及び 
群馬県ビルメンテナンス協同組合の共同体 

5 職員体制（R4）  うち障害者 

 フルタイム勤務職員 ６人 ０人（ ０％） 

 短時間勤務職員 １４人 ２人（１４．２％） 

 合計 ２０人 ２人（１０．０％） 

6 労働条件評価の実施 
（R４） 

有 無  

7 直近の施設利用状況 実績 目標 

 
令和元年度 

会議室利用率  ６７．８２％ 
展示場来場者数 ５，３５５人 

会議室利用率  ７０．０％ 
展示場来場者数 ４，８００人 

 
令和２年度 

会議室利用率  ５３．７６％ 
展示場来場者数   ８３３人 

会議室利用率  ７０．０％ 
展示場来場者数 ４，８００人 

 
令和３年度 

会議室利用率  ５０．０４％ 
展示場来場者数 １，３２４人 

会議室利用率  ７０．０％ 
展示場来場者数 ４，８００人 

 
令和４年度 

会議室利用率  ６１．０９％ 
展示場来場者数 ２，３１６人 

会議室利用率  ６２．０％ 
展示場来場者数 １，２００人 

8 直近の指定管理費  参考：使用料等収入 

 平成 30 年度 １１３，９２３，０００円 ６，５３３，２８０円 

 令和元年度 １１５，０８１，０００円 ６，０９４，３５０円 

 令和 2 年度 １１６，２０９，０００円 ３，４１０，７６０円 

 令和 3 年度 １２１，４１５，０００円 ３，２６１，４１０円 

 令和 4 年度 １１８，４２１，０００円 ５，２１７，３７０円 
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 令和 5 年度 １１８，６８６，０００円 円 

９ 
 

評価委員会等指摘事項
への対応状況 

●利用者への周知 
・地下一階の重度障害者用トイレの案内をわかりやすくした方がよい
との意見について、各階多目的トイレの設置設備を含め、エレベーター
に掲示し周知を図った。 
・生理用品の無料配布について、受付に案内を掲示し周知を図った。 
・アンケートの趣旨や利用方法について周知を図るため、アンケート
用紙の修正を行った。 
●職員の教育 
・警備については、毎朝朝礼を実施している。また、警備会社顧問（警
察 OB）による警備の心構えの研修を行った。 
・清掃については、月一回の指導員指導を行い、質の向上を図ってい
る。 
●設備への要望 
・女子トイレの洋式化については、複数年かけて、各階ともに可能な限
り改修を行ってきた。設備業者に相談をしたが、和式より洋式の方が、
スペースを確保する必要があり、これ以上の確保は、大規模なトイレ改
修が必要となるため、県担当課と優先順位を検討し行っていきたい。 
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群馬県福祉マンパワーセンターの概況 

課名： 健康福祉課 
係名： 人材確保係 

 
1 設置場所 前橋市新前橋町１３－１２（群馬県社会福祉総合センター６階） 

2 指定管理業務内容 ①社会福祉事業に従事しようとする者に対する就業の援助に関する業
務 
②社会福祉事業従事者等に対する研修に関する業務 
③社会福祉事業従事者の確保に係る調査研究に関する業務 
④社会福祉事業に関する普及啓発に関する業務 
⑤介護福祉士等福祉関係有資格者の登録に関する業務 
⑥社会福祉事業従事者確保に係る相談に関する業務 
⑦社会福祉事業従事者を確保するための先駆的・試行的事業 

3 指定管理期間 令和４年４月１日～令和９年３月３１日（５年間） 

4 現在の指定管理者 社会福祉法人 群馬県社会福祉協議会 

5 職員体制（R4）  うち障害者 

 フルタイム勤務職員 ４人 ０人（０％） 

 短時間勤務職員 ７人 
（支所・バンク５人含む） 

０人（０％） 

 合計 １１人 ０人（０％） 

6 労働条件評価の実施 
（R４） 有 無  

7 直近の施設利用状況 実績 目標 

 
令和元年度 

①就職相談 ３，１９１件 
②就職     １７９件 
③研修参加   ９５２件 

①就職相談 ６，０００件 
②就職     ４００件 
③研修参加 １，１００人 

 
令和２年度 

①就職相談 ３，９１６件 
②就職     １８７件 
③研修参加 １，０５０人 

①求職相談 ６，０００件 
②就職     ４００件 
③研修参加 １，１００人 

 
令和３年度 

①就職相談 ３，４５５件 
②就職     ２０８件 
③研修参加 １，３３４件 

①求職相談 ６，０００件 
②就職     ４００件 
③研修参加 １，１００人 

 
令和４年度 

①就職相談 ４，４３２件 
②就職     ２０８件 
③研修参加 １，１１３件 

①就職相談 ４，６７４件 
②就職     ３００件 
③研修参加 １，１００件 

8 直近の指定管理費  参考：使用料等収入 

 平成 30 年度 ４９，６９５，２４８円 円 
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 令和元年度 ５０，３１６，８２７円 円 

 令和 2 年度 ４３，７６２，０００円 円 

 令和 3 年度 ４８，９１８，６３５円 円 

 令和 4 年度 ５３，１６０，０００円 円 

 令和 5 年度 ５３，１６０，０００円 円 

９ 
 

評価委員会等指摘事項
への対応状況 

【参考指摘事項】 
・「福祉の裾野を広げる体験事業」利用者の拡大を目指して欲しい
（1/24 実地調査） 
・社会福祉施設等の職員への研修について、研修成果を職場へ還元で
きるような内容にして欲しい（1/24 実地調査） 
・業種別の平均賃金の調査を行い、その結果を用いた福祉職のアピー
ルをして欲しい（1/24 実地調査） 
 
【対応状況】 
・「福祉の裾野を広げる体験事業」について、県内全域で受け入れ事業
所を拡大。引き続き介護分野での取り組みを継続し、身体障害者福祉分
野、保育分野でも新たに導入した。 
・従来の階層別研修に加え、福祉マネジメント力を高める研修コース
を開講。組織マネジメントや人材育成等、研修成果を職場に還元できる
内容とした。 
・賃金や労働条件の向上、離職率の低下などのデータを参考に、多様な
人材の参入促進を目指したセミナーやＰＲを行った。 
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群馬県立障害者リハビリテーションセンターの概況 

課名： 障害政策課 
係名： 施設利用支援係 

 
1 設置場所 群馬県伊勢崎市波志江町３０３０－１ 

2 指定管理業務内容 ・障害者総合支援法に規定されたサービス提供に関する業務  

  ○日中活動 

  ・生活介護：食事、入浴等の生活介護及び医療面でのケア等 

  ・自立訓練：作業療法、理学療法による治療や機能回復訓練等 

  ○短期入所：在宅障害者の短期入所（食事、入浴等の介護） 

  ○施設入所支援：夜間の生活介護、通所困難な者への居住の場の提供 

・障害者に対する診療に関する業務 

・サービスの利用料の収受等に関する業務 

・施設及び附属設備等の維持管理に関する業務 

・その他、障害者の福祉等に関し、知事が必要と認めた業務 
3 指定管理期間 令和４年４月１日～令和９年３月３１日（５年間） 

4 現在の指定管理者 社会福祉法人群馬県社会福祉事業団 

5 職員体制（R5.3 現在）  うち障害者 

 フルタイム勤務職員 ８１人 １人（1.2％） 

 短時間勤務職員 ３３人 １人（3.0％） 

 合計 １１４人 ２人（1.7％） 

6 労働条件評価の実施 
（R４） 有 無 

7 直近の施設利用状況 実績 目標 

 

令和元年度 

日中活動サービス：利用定員の
95.3%（142 人/日） 
短期入所：年間可能数の 35.8%
（1,572 人日/年） 
＊令和元年度から 4 床増で定員 12
人 

日中活動サービス：利用定員の
91％ 
短期入所：年間可能数の 50％ 

 

令和２年度 

日中活動サービス：利用定員の
90.0%（134 人/日） 
短期入所：年間可能数の 17.6%
（773 人日/年） 

日中活動サービス：利用定員の
91％（136 人/日） 
短期入 所：年間可能 数の 50 ％
（2,190 人日/年） 

 

令和３年度 

日中活動サービス：利用定員の
91.2%（135 人/日） 
短期入所：年間可能数の 27.6%
（1,208 人日/年） 

日中活動サービス：利用定員の
91％（136 人/日） 
短期入 所：年間可能 数の 50 ％
（2,190 人日/年） 
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令和４年度 

日中活動サービス：利用定員の
90.3%（134 人/日） 
短期入所：年間可能数の 23.0%
（1,008 人日/年） 

日中活動サービス：利用定員の
95％（143 人/日） 
短期入 所：年間可能 数の 50 ％
（2,190 人日/年） 

8 直近の指定管理費 ※利用料金制のため、なし 参考：使用料等収入 

 平成 30 年度 － ７０３,１９６,７９５円 

 令和元年度 － ７２０,８０１,５３３円 

 令和 2 年度 － ６９４,２３１,６６２円 

 令和 3 年度 － ７１５,３９６,６９６円 

 令和 4 年度 － ７１６,７２１,６８５円 

 令和 5 年度 － 円 

９ 
 

評価委員会等指摘事項
への対応状況 

・障害者雇用について 
障害者雇用については、５月より１名の採用を予定している。また、
障害のある方向けに群馬県立前橋産業技術専門校委託職業訓練に登
録しており、「介護補助や清掃等の業務」等の訓練希望者を受けるこ
とで、今後の雇用にも繋げたい。 

 
・自立訓練の工夫について 

訓練室や備品などを使用後にご自身で消毒するなど、感染対策の対
応訓練を行ってきた。プログラムの中では地域・社会活動において不
可欠な生活行為である清掃訓練や整理整頓の訓練をグループで役割
を持ち行っていただいている。 
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群馬県立義肢製作所の概況 

課名： 障害政策課 
係名： 支援調整係 

 
1 設置場所 前橋市新前橋町１３－１２ 

2 指定管理業務内容 ・補装具の製作及び修理に関する業務 
・補装具に関する相談及び指導に関する業務 
・その他義肢製作所の設置の目的を達成するために必要な業務 

3 指定管理期間 令和４年４月１日～令和９年３月３１日（５年間） 

4 現在の指定管理者 社会福祉法人群馬県社会福祉事業団 

5 職員体制（R4） *所長は点字図書館館長と兼務 うち障害者 

 フルタイム勤務職員 4 人 0 人（0％） 

 短時間勤務職員 3 人 1 人（33.3％） 

 合計 7 人 1 人（14.3％） 

6 労働条件評価の実施 
（R４） 有 無  

7 直近の施設利用状況 実績 目標 

 
令和元年度 

549 件 
(製作(取次)279 件・修理 270 件) 

642 件 

 
令和２年度 

477 件 
(製作(取次)210 件・修理 267 件) 

642 件 

 
令和３年度 

433 件 
(製作(取次)179 件・修理 254 件) 

644 件 

 
令和４年度 

417 件 
(製作(取次)168 件・修理 249 件) 

560 件 

8 直近の指定管理費  参考：使用料等収入 

 平成 30 年度 １０,６５０,０００円 ３４,０４３,２２７円 

 令和元年度 １０,５９７,０００円 ３８,３４７,９２６円 

 令和 2 年度 １０,４５０,０００円 ３１,２５７,９２８円 

 令和 3 年度 １０,４５０,０００円 ２６,４４４,５７６円 

 令和 4 年度 １０,３３０,０００円 ３１,２３０,６６０円 

 令和 5 年度 １０,３３０,０００円 円 
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９ 
 

評価委員会等指摘事項
への対応状況 

（要望） 
・広報の充実について、検討されたい。 
・コロナ禍で利用控えしている利用者への声掛けの継続。 

（対応状況） 
・補装具の写真を多数掲載した利用者にわかりやすいパンフレットを
新たに作成した。 
・市町村補装具業務担当新任職員研修の講師を務め、県内の補装具業
務担当新任職員に補装具の基礎知識を説明するとともに、群馬県立義
肢製作所についても PR を行った。 
・ゲスポ★パーティ－・障害者 e スポーツ体験会に協力し、県内外に
PR を行った。 
・群馬県作業療法士学会や館林地区の難病対策支援研修会で意思伝達
装置体験会や講演を行った。 
・昨年同様、コロナウィルスの影響から利用者が来所や連絡しにくい
状況のため、補装具の状態や具合等の電話連絡を継続して行った。 
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群馬県立点字図書館の概況 

課名： 障害政策課 
係名： 地域生活支援係 

 
1 設置場所 前橋市新前橋町１３－１２ 

2 指定管理業務内容 ・点字刊行物、視覚障害者用の録音物その他必要な資料を製作し、又は
収集し、視覚障害者等の利用に供する業務 

・点訳奉仕員及び音訳奉仕員等の指導・育成に関する業務 
・点字刊行物、視覚障害者用の録音物等の普及奨励及び相談に関する

業務 
3 指定管理期間 令和４年４月１日～令和９年３月３１日（５年間） 

4 現在の指定管理者 群馬県社会福祉事業団及び群馬県視覚障害者福祉協会の共同体 

5 職員体制（R4）  うち障害者 

 フルタイム勤務職員 ６人 ０人（０％） 

 短時間勤務職員 ３人 １人（３３％） 

 合計 ９人 １人（１１％） 

6 労働条件評価の実施 
（R４） 有 無  

7 直近の施設利用状況 実績 目標 

 
令和元年度 

年間貸出件数    ９,６２４人 
年間取扱件数  ３１,８３１件 

年間貸出件数   １２,５００人 
年間取扱件数     ２９,４４５件 

 
令和２年度 

年間貸出件数  ８，９０９人 
年間取扱件数 ３６，６１７件 

年間貸出件数 １２，５００人 
年間取扱件数 ２９，９４５件 

 
令和３年度 

年間貸出件数  ９，１１０人 
年間取扱件数 ３６，５６４件 

年間貸出件数 １２，８４５人 
年間取扱件数 ３０，４４５件 

 
令和４年度 

年間貸出件数  ８，３３２人 
年間取扱件数 ３６，８９１件 

年間貸出件数 １０，６８０人 
年間取扱件数 ３７，０００件 

8 直近の指定管理費  参考：使用料等収入 

 平成 30 年度 ４０，３６９，０００円 －      円 

 令和元年度 ４０，６６７，０００円 －      円 

 令和 2 年度  ４０，９６５，０００円 －      円 

 令和 3 年度 ４１，１８５，０００円 －      円 

 令和 4 年度 ４０，２６３，０００円 －      円 

 令和 5 年度 ４０，３６２，０００円 円 
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９ 
 

評価委員会等指摘事項
への対応状況 

●新たな利用者の開拓のために新しい取組を模索されたい。 
→・県立盲学校寄宿舎への定期的な置本を行うことで、読書に関心をも 

ち、新規登録につながった。 
・令和５年度から公共図書館での啓発展示を開催するため、関係機

関と検討を行った。 
●郵送の期間を含めると、貸出期間が短いという声もあると思うが、そ
のあたりの対応はいかがか。 
→・郵送の期間は貸出期間に含めていない。郵送日数も以前より長期化

しているため、運用により調整している。次の利用予約がついてい
なければ、延長利用することもできるので、ユーザーには今後も心
置きなく読書を楽しんでいただけるよう、ご案内したい。 

 



資料２ 

群馬県聴覚障害者コミュニケーションプラザの概況 

課名： 障害政策課 
係名： 地域生活支援係 

 
1 設置場所 前橋市新前橋町１３－１２ 

2 指定管理業務内容 ・聴覚障害者用の録画物その他必要な資料を製作し、又は収集し、 

聴覚障害者の利用に供する業務 

・手話通訳者、要約筆記者の派遣及び養成に関する業務 

・聴覚障害者用の情報機器の貸出しに関する業務 

・聴覚障害者の相談に関する業務 

3 指定管理期間 令和４年４月１日～令和９年３月３１日（５年間） 

4 現在の指定管理者 社会福祉法人群馬県社会福祉事業団及び一般社団法人群馬県聴覚障害
者連盟 

5 職員体制（R4）  うち障害者 

 フルタイム勤務職員 ６人 １人（16.7％） 

 短時間勤務職員 ２人 ０人（0.0％） 

 合計 ８人 １人（12.5％） 

6 労 働 条 件 評 価 の 実 施
（R4） 有 無 

7 直近の施設利用状況 実績 目標 

 令和元年度 年間利用件数   ３,００４件 年間利用件数     ３,７２０件 

 令和２年度 年間利用件数   ２,２８０件 年間利用件数    ３,８４０件 

 令和３年度 年間利用件数   ２,２６０件 年間利用件数    ３,９５０件 

 令和 4 年度 年間利用件数   ２,４０５件 年間利用件数    ３,０００件 

8 直近の指定管理費  参考：使用料等収入 

 平成 30 年度 ４３,７２７,０００円 －円 

 令和元年度 ４３,９５８,０００円 －円 

 令和２年度 ４３,９５８,０００円 －円 

 令和 3 年度 ４４,２１５,０００円 －円 

 令和 4 年度 ４４,０７９,０００円 －円 

 令和 5 年度 ４４,５１９,０００円 －円 

９ 
 

評価委員会等指摘事項
への対応状況 

指摘事項なし 

 



資料１ 

群馬県精神障害者援護寮の概況 

課名： 障害政策課 
係名： 精神医療係 

 
1 設置場所 伊勢崎市国定町 2 丁目 2400-1 

2 指定管理業務内容 ・生活訓練及び宿泊型自立訓練を実施する事業所の管理運営に関す

る業務 

・援護寮の利用料の収受等に関する業務 

・援護寮の施設及び附属設備を維持管理する業務 等 
3 指定管理期間 令和 5 年４月１日～令和１０年３月３１日（５年間） 

4 現在の指定管理者 社会福祉法人アルカディア 

5 職員体制（R4）  うち障害者 

 フルタイム勤務職員 11 人 0 人（0％） 

 短時間勤務職員 10 人 2 人（20％） 

 合計 21 人 2 人（9.5％） 

6 労働条件評価の実施 
（R４） 有 無 （令和 1 年度実施済み） 

7 直近の施設利用状況 実績 目標 

 令和元年度 日中 10.9 人/日、夜間 10.6 人/日   設定なし 

 令和２年度 日中 10.3 人/日、夜間 9.5 人/日   設定なし 

 令和３年度 日中 9.1 人/日、夜間 8.5 人/日   設定なし 

 令和４年度 日中 6.2 人/日、夜間 6.2 人/日   設定なし 

8 直近の指定管理費  参考：使用料等収入 

 平成 30 年度 ２４，８４２千円    ４４，１９０千円 

 令和元年度 ２４，８４２千円    ４５，７５８千円 

 令和 2 年度 ２４，８４２千円 ４５，５３４千円 

 令和 3 年度 ２４，８４２千円 ４２，９５２千円 

 令和 4 年度 ２４，８４２千円    ２８，１８７千円 

 令和 5 年度    ２３，２７９千円       



資料１ 

９ 
 

評価委員会等指摘事項
への対応状況 

（令和 3 年度指摘事項） 
・利用者数、稼働率はもう少しアップ可能と思う。 
・施設の役割を理解した上で、費用対効果も考えながら経営していく
とよい。 
（令和 4 年度対応状況） 
・体験利用者は 15 名の体験利用を受け入れ、キャンセル 1 名、9 名が
入所し、令和 5 年度に体験継続は 5 名となった。全個室となり、体験
受け入れ人数に障害特性による複数人部屋での対応への制約がなくな
った為、同時に他人数の受け入れが可能となった。 
・利用申請受理後は速やかに体験受け入れ開始の連絡調整を行ってき
た。 
・相談支援事業所、地域定着支援センター、前橋保護観察所等、様々な 
機関に対しても利用促進を行ってきた。その結果として、相談支援事業 
所の職員の方から入院中の担当利用者の紹介をしていただくといった 
新しい入所経路が開拓できた。 
・司法ソーシャルワーカーや触法障害者の保証人等からの問い合わせ
も出てきている。地域定着支援センターが関わっていない事例につい
ては、地域定着支援センターへの情報提供を行う一方で、はばたき入所
が妥当と思われる事例の紹介をお願いしている。 

 


